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研究倫理映像教材「倫理の空白 理工学研究室編」の 

オンライン公開について 
 

 
ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、研究倫理映像教材「倫理の空白 理工学研究室編」を

制作し、ＪＳＴのホームページに公開しました（別紙）。 
ＪＳＴではこれまで資金配分機関として、プロジェクトの研究代表者に対して、採択時の

研究倫理講習を実施し、またプロジェクトに参加する研究者には研究倫理に関するｅラーニ
ング教材の受講を求めています。さらには、研究機関の研究公正推進担当者を対象としたワ
ークショップ、研究者を対象とした講習の実施、研究倫理教材の提供などを行い、研究機関
において研究倫理教育が着実に行われるよう支援してきました。 
これまで国内の研究倫理教育では、ｅラーニングやテキストによる知識習得型の教材が中

心でしたが、倫理的問題に研究者自身が遭遇した場合に、責任ある行動について考えること
ができるように、具体的な場面を想定して議論をしながら学習できる双方向型の教材が望ま
れています。 
こうした状況を踏まえて、ＪＳＴは研究者が日々の研究活動で求められる倫理意識をより

高めることを目的に、自ら主体的に学習できるドラマ形式の映像教材を制作しました。 
この映像は、国内大学の理工学研究室を舞台に、准教授と博士課程の学生を主人公とした

２本のドラマで構成されています。ドラマは、同じ出来事が准教授と学生それぞれの視点か

ら描かれており、同じ状況を指導する立場と指導される立場から視聴することができます。 
ドラマならではのリアル感あふれる演出により、視聴者は研究不正に至る過程を疑似体験

しながら、研究者としてのあるべき姿を考え、倫理的判断力や態度を養うことができます。 
 本教材は、理工学研究室を舞台としていますが、生命医科学系や人文・社会科学系など理
工学系以外の研究者や学生のほか、企業の研究者にも幅広く活用いただけるよう、どの研究
現場でも起こる可能性がある課題を題材に制作しています。ドラマの視聴とディスカッショ
ンを組み合わせたワークショップやグループワークで活用することが最も効果的です。大学
における講義、研究機関での講習などさまざまなシーンで使用することも可能です。本教材
が各研究機関における研究倫理教育の一助となり、研究不正を防止し、責任ある研究活動の
推進に資することを期待しています。 
研究倫理教材「倫理の空白 理工学研究室編」の映像は、以下のＪＳＴホームページから

ご覧ください。 
ＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/kousei_p/measuretutorial/mt_movie.html  

 
＜添付資料＞ 
 別紙：研究倫理映像教材「倫理の空白 理工学研究室編」 
 
＜お問い合わせ先＞ 
科学技術振興機構 法務・コンプライアンス部 研究公正課 
〒102-8666 東京都千代田区四番町５番地３ 
成重 隆也（ナリシゲ タカヤ） 
Tel：03-5214-8390 Fax：03-5214-8393  
E-mail：rcr-eizo[at]jst.go.jp 
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研究倫理映像教材「倫理の空白 理工学研究室編」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
１．ストーリー 
架空の大学である秀和大学 理工学部の小沼研究室では、民間企業との共同研究プロジェク

トとして、ブレイン・マシン・インタフェース（Ｂｒａｉｎ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ：ＢＭＩ）技術の研究開発を進めています。このプロジェクトの中心的役割を担って
いるのが、准教授の瀬川。プロジェクトが成功すれば、テニュアトラック制度により教員と
してのポストが確かなものになります。助教の丸山と博士課程の学生の笹山が中心となって
瀬川を支えますが、なかなか望まれる実験データを得られません。共同研究企業からの期待、
研究成果の創出…研究室はさまざまなプレッシャーにさらされながら、共同研究企業への発
表会が近づいてきます。そのような中で丸山と笹山がとった行動は…。 
教授の研究室全体の配慮は十分であったか、多忙な准教授の指導は適切であったか、そし

て自分だったらどのような行動を取るだろうか、准教授と博士課程の学生をそれぞれ主人公

に、研究者のあるべき姿を考えます。 
 
２．公開サイト 
https://www.jst.go.jp/kousei_p/measuretutorial/mt_movie.html  

 
３．視聴時間 
約１時間（准教授編：約３３分 学生・若手研究者編：約３３分） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
(研究室での実験の様子と実験データを確認する助教の丸山と大学院生の笹山たち) 

別 紙 


